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いつかは、ちゃんとした形にして、まとめなければい

けないと思いつつ２９年の歳月が経ってしまい、当時

の記憶も少しづつ薄れて来たと思っていたが、1978年

から1982年の一回目の当時の日本一周のツーリング・

レポート（箇条書きの汚い字で、自分が書いたのに読

めない字がある）と写真。（紛失している写真も中に

はあった）

1984年から1986年の二回目の九州・東北・中国・北海

道ツーリングは、写真のみが保管してあって、写真

とツーリング・レポートを照らし合わせて読み返すと

記憶が甦って来るけど、一回目と二回目の記憶が混ざ

り有っていて定かではない。

古い写真は色あせてしまい多少、手を加え添付し、紛

失した場所の写真は二回目の時の物を添付。

自分の目で見て聞いて体験して、多くの人達と出会っ

た記憶には残っている事は確か！

若き日に、日本一周をした事、自分がやり遂げた事を

書き残して置きたい。

 

2011年8月14日　記入



前書き

様々な道がある。

様々な顔を持った道がある。

様々に変化する道がある。

様々な想い入れの道がある。

人と道。

人の行く所、道がある。

道には、顔と云うものがあり従って表情がある。

道とコミュケイトする方法に依って表情は変化する。

道は、人間固有のイメージを伴ってまるで生き物の様に生

起してくれる。

俺の走って来た道は、オートバイと共ありオートバイとい

う方法に依って世界が直接コミュニケイトして来る。

視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚、人間の全ての感覚を研ぎ

澄ませなければオートバイを操る事は出来ない。

そして五感が直接、自然と触れ合う。

即ち風と一体になるのだ
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syzuki γ 250

日本一周の本文に入る前に、記憶に深く残っているオートバイを表紙にし写真

はSuzukiγ250改・Yajima Specialで３０年以上、色々なオートバイに乗り続けて来たが
、ツーリング中に目的地に辿りつけず途中で廃車に成ったのは、このオートバ

イSuzukiγだけ・・・。
Suzukiγの廃車に成るまでの話を書きます。

 

（購入直後の写真）

 

（伊豆ツーリングの途中で）

 
１９８３年の発売、スズキ・ガンマ１型、市販車初のアルミ合金、角パイプフレーム採

用の水冷２ストロークエンジン・並列２気筒・２５０ｃｃの最高出力４５馬力、多段膨



張型マフラーやトリプルディスクブレーキ、タコメーターは３０００回転以下は表示し

ない、レーサーレプリカ濃紺に白のカラーリングに惚れ込んで日本一周の役目を終え

、毎日の通勤と毎週の峠攻めで無理が重なりエンジンの吹きが悪くなったＣＢＸ400Ｆ
を下取りに出して購入と同時に改造。

     
   （元気に峠を走り廻っていた頃のCBX４００F）

 

(Suzukiγ２５００改・Yajima　Special)

 
当時、フルカウルにシングルシート、セパハンのオートバイは国の認定が下りてなく市

販車のレサーレプリカは、カウルはハーフカウルでハンドルはトップブリッジの上と成

っていた。



改造を終えて購入後、馴らし運転を一日で終わらす為に、２サイクルオイルと工具

をリックに入れて早朝から東名高速道路で回転数を合わせながら片道５００Kmを走っ
て家に帰るまでにパトカーに停められ警告をされ、白バイにはメジャーでハンドル高さ

を測られて不正改造で切符を切られ、このオートバイに乗っている期間に何回、切符

を切れたか・・・。

 
 
 

 
 



suzuki γ 250　

８月１３日（土）　晴れ

γ２５０を購入してから５月に続いて２度目のツーリング、クラブの恒例の８月ツーリ

ングで悲劇が起きてγ２５０は廃車に成ってしまった。

朝、４時に浜松ＩＣに集合、安房峠に向かって出発！いつもの事だが東名高速道路に入

るなりメンバー達は人格が変わって、１２０Km以下にはスピードを落とさない。
東名高速道路を西に走り浜名湖に掛かっている橋を通過した時に、橋のつなぎ目でリア

・サスに変な感触を感じたが、そのまま浜名湖ＳＡを過ぎた数キロ走った所で１２

０Kmのスピードの中でシートが下がった感じがし【ヒュー】という轟音が聞こえスピ
ードが落ち始め、オートバイは追い越し車線で止まってしまい、エンジンは掛かってい

るが車体は動かない・・・。

俺の後ろを走っていたメンバーが異変に気が付いて、同じ様に追い越し車線で止まって

くれて、数人で何となオートバイを引きずりながら路肩まで移動できた。

早朝で交通量も少なく幸いにも数分間の移動の間は、自動車は通行していなく事故は避

けられた。

 

（浜名湖SAを過ぎた数キロの東名高速道路の路肩で）

 
１２０Kmの高速走行でリヤサスが脱落してしまった。
スイングアームとリヤサスを支えているステーの溶接部分から折れ、後輪は溶けたリ

ヤフェンダーに食い込ん動かない。

路肩であれこれしていると高速隊が通って、安全な場所まで移動をする様に警告される

。



路肩では危険なので、たまたま近くに高速バスの停留所があるので４人掛かりでオート

バイを引きずって行き、家の用事で今回のツーリングに参加出来なかったメンバーに連

絡を付ける為に、高速バス停留所から一般道に出て公衆電話を探し連絡を取る。

当時は携帯電話のない時代、本人は家にいないので伝言を家の人に託し、２時間後、迎

えの軽トラが来てメンバーは各自、家に戻り今回のツーリングは中止。

１時間後、友達のおかげでγ250と俺は無事に家に到着。
 

（リアサス脱落事故、当時の高速道路の通行券）

 
軽トラに載せて東名高速道路を出でたので、通行券が手元にある。

当時、俺は高速代を払ってない・・・・。

翌日、改造部品を取り外してノーマルに戻してから、行きつけのオートバイ屋に連絡

をし、事情を話してオートバイを持ちに来てもらい、そのまま配送センターに運んで

配送センターからスズキ本社へと運ばれた。

後日、スズキの本社からガンマ２型の新車が届いた。

２型は１型とはカラーリングが違う為、ヤジマノのフルカウルのカラーリングと合わ

ないのと、オールアルミの溶接は難しいく当たり外れあると聞いていたが自分にハズレ

が当たるとは思っていなかっあが、今度のガンマ２型もハズレの様な気がしてしまいオ

ートバイが来てすぐに下取りに出す。



Ｓｕｚｕｋｉγ２５０改・Ｙａｊｉｍａ　Ｓｐｅｃｉａｌオートバイ人生の中でお気に

入りの１台だった。

 

（伊豆・河津七滝のループ橋）

 
 

廃車までの全走行距離　２，５２８ｋｍ・燃費　１２km/ℓ



日本一周全走行距離

 
 



日本一周を共に走り抜いた愛車

 
 
 
 

 
 

(CB400Four ４in1 　1978年8月〜1981年8月)

 

(CBX400F　1982年5月〜1982年8月)

 
 
 
 



全走行距離



芦ノ湖　編（１９７８年７月２日）

1978年　7月2日（日）　晴れ
浜松Ｉ・Ｃから東名高速道路を走り、御殿場Ｉ・Ｃで降りて国道１３８（箱根街道）で

七尾峠に向かい、箱根スカイライン（¥２００）・芦ノ湖スカイライン（¥２００）と

走り国道１で箱根の関所までの距離を一気に走る。

 

（東名高速道路の領収書）

　　 　　

（有料道路の領収書）

 
箱根の関所は、観光客で混雑し駐車場も満車でオートバイを置く所が無い為、仕方が無

く歩道に置く事にした。（歩道なら駐車場料金が掛からない）

箱根の関所に入るのに入場料が掛かるが、外から園内の中の様子が見えたので覗いて

見ると小屋の中に人形が置いてあるだけで、俺には興味が無いので見学はやめた。

昼食を食べてから箱根の関所を後にして県道７５を走り、県道７３５で早雲山の大涌谷

の向かう途中のコーナーで、ＣＢ７５０・ＤＯＨＣが自動車と事故っていた、フロント

がメチャメチャになって、あれはヒドイ、ライダーは大丈夫だろうか？

明日は、我が身と思いつつペースを落とす・・・。

大涌谷は、硫黄の匂いがキツイ！売店で黒玉子[Y1]（ゆで卵）を買って食べる、ロープ
・ウェイーに乗りたかったが料金が高いと帰りの時間を考えると無理なので諦める。

 



 [Y1]黒玉子

【地熱を利用して作った「ゆで卵」で大涌谷(おおわくだに)で湧いている、温泉に含まれている硫

黄と鉄分が結びつき黒い硫化鉄となり卵の殻に付着して黒く変色する】

【黒玉子を１個食べると、７年寿命が延びると言う、ふれこみで人気が高いお土産】

 

 
（黒玉子）

 
大涌谷をあとにして、国道１から箱根峠に向かうが渋滞していて、そのうえ道が狭く路

面が荒れているので走りにくい。

帰りは、時間に余裕があるので東名高速道路を使わずに国道１を走って清水市から清水

・日本平パークウェイ（¥１５０）に向かう。

  

 
（有料道路の領収書）

初めて日本平に来たけど、コーナーが多く路面が良くて攻めるには最高の場所。

日本平から国道１で、静岡市を目指し国道１から国道１５０に入り走りなれた国道１５

０で御前崎を回って浜松へ帰って来た。

 
 

全走行距離　不明・燃費　不明



 
 



全走行距離



富士山　編（１９７８年７月２３日）

１９７８年　７月23日(日)　晴れ
今日は、日帰りツーリングで富士五合目（表富士・登山道）まで行って来る。

浜松Ｉ・Ｃから三島Ｉ・Ｃまで東名高速道路を使い、表富士周遊道路有料道路・富士宮

区間（¥１００）を走っているとまた料金所！今度は、表富士周遊道路・登山区間（¥

２００）使って富士山五合目まで登る。

　　

（有料道路の領収書）

富士五合目に行いくまで、凄い渋滞と上りの坂の連続で自動車は低速走行を続けてい

る為、オーバーヒートの自動車が何台も路肩に停まっていた。

標高が高くて空気が薄いせいか、エンジンの吹きが悪くなりチョークを引きながら走る

。

富士五合目に着いて駐車場にオートバイを停めて下界が見える場所ま行き下界を見るが

霧と雲で何も見えなかった。

ここから歩いて火口までいける様になっているが見た限りでは以外に近い様に見えるが

結構、距離がありそうダ！

駐車場で知り合った、BMWのタンデムーの人と少し話をし『帰り道が同じだから一緒
に帰りませんか？』と言われたが『オートバイの調子が悪く東名高速道路を走るのが出

来ないから！』と言って断った。

BMWの人は、俺のオートバイの写真を撮って彼女と帰って行った。
五合目にあるドライブ・インで昼食を食べ、売店のお土産を物色するが身動きが出来な

いほど混雑している。

お土産を買って五合目をあとにして、走り出すと少し霧が掛かって視界が悪くなりかな

り走りづらい。

帰りも表富士周遊有料道路・登山区間（¥２００）と表富士周遊道路・富士宮区間（¥



１００）を通って富士宮市を目指す。

 

　　

（有料道路の領収書）

 オートバイの調子が悪くて、東名高速道路を走る事が出来ないので国道１で帰るが途

中で料金所が在るとは思わなかった。

 仕方が無く、新富士川橋（¥５０）を渡り清水市を目指し国道１を走って、時間に余

裕があるので清水・日本平パーク・ウェイー（¥１５０）に寄ってコーナーを楽しみ心

地よい時間を過す。

 

　　

（有料道路の領収書）

 
帰りは国道１で静岡市を目指し静岡市を抜けてから国道１５０で浜松に帰って来た。

これで肩慣らしのツーリングは終わって８月からは、本格的にロング・ツーリングを

始める。

 
 
 

走行距離　不明・燃費　不明

 


